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六
月
十
八
日
、
菅
政
権
下
で
は
初

と
な
る
い
わ
ゆ
る
骨
太
の
方
針
＝

﹁
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
１
﹂
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
。︵
以
下
、
今
次
方
針
を

﹁
骨
太
２
０
２
１
﹂
と
い
う
。︶

骨
太
の
方
針
は
、
民
間
議
員
と
政

府
閣
僚
、
つ
ま
り
独
占
資
本
の
代

弁
者
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
経
済
財

政
諮
問
会
議
で
検
討
、
策
定
さ
れ

る
。
諮
問
会
議
は
も
と
も
と
、
財

務
省
が
握
っ
て
い
た
予
算
査
定
権

か
ら
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
分
離

さ
せ
て
内
閣
府
が
掌
握
す
る
、
い

わ
ゆ
る
官
邸
主
導
の
た
め
の
仕
組

み
で
あ
り
、
小
泉
政
権
で
は
郵
政

民
営
化
や
﹁
三
位
一
体
改
革
︵
国

と
地
方
の
税
財
政
改
革
︶﹂
を
強

行
し
て
い
く
梃
子
と
な
っ
た
。
い

っ
ぽ
う
第
二
次
安
倍
政
権
で
骨
太

の
方
針
は
、
民
間
議
員
と
関
係
省

庁
が
協
議
・
調
整
し
て
中
長
期
の

政
策
課
題
と
方
向
性
を
示
す
と
と

も
に
当
面
の
経
済
財
政
運
営
と
翌

年
度
の
予
算
編
成
の
枠
組
み
を
示

す
政
策
文
書
と
な
り
、
菅
政
権
も

こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。

骨
太
２
０
２
１
は
、
新
た
な
成
長

の
源
泉
と
し
て
次
の
四
つ
に
重
点

的
に
投
資
し
て
い
く
と
す
る
。
グ

リ
ー
ン
社
会
の
実
現
、
官
民
挙
げ

た
デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
、
新
た
な

地
方
創
生
と
分
散
型
国
づ
く
り
、

少
子
化
の
克
服
と
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
社
会
の
実
現
の
四
つ

で
あ
る
。
同
時
に
、
社
会
保
障
改

革
、
国
と
地
方
の
新
た
な
役
割
分

担
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
文

教
・
科
学
技
術
の
改
革
、
社
会
資

本
整
備
の
改
革
、
税
制
改
革
等
を

す
す
め
る
。
歳
出
改
革
努
力
を
継

続
し
、
骨
太
方
針
２
０
１
８
の
財

政
健
全
化
目
標
︵
二
〇
二
五
年
度

の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
黒

字
化
︶
は
堅
持
す
る
が
、
本
年
度

内
に
目
標
年
度
を
再
確
認
す
る
と

し
て
い
る
。

骨
太
２
０
２
１
に
は
こ
の
国
の
政

府
・
独
占
の
課
題
意
識
と
対
応
方

向
、
そ
の
階
級
的
性
格
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
三
つ
の
側
面
か
ら
検

討
し
よ
う
。

経
団
連「
新
成
長
戦
略
」

へ
の
追
随

昨
年
十
一
月
に
公
表
さ
れ
た
経
団

連
の
政
策
提
言
﹁
。
新
成
長
戦

略
﹂
は
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
可

能
な
経
済
成
長
の
た
め
と
し
て
五

つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い

る
。
１
．
Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︶
を
通

じ
た
新
た
な
成
長
、
２
．
働
き
方

の
変
革
、
３
．
地
方
創
生
、
４
．

国
際
経
済
秩
序
の
再
構
築
、
５
．

グ
リ
ー
ン
成
長
の
実
現
の
五
つ
で

あ
る
。
た
と
え
ば
﹁
。
新
成
長
戦

略
﹂
は
﹁
働
き
方
の
変
革
﹂
を
①

時
間
・
空
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔

軟
な
働
き
方
へ
の
転
換
、
②
多
様

で
複
線
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向

け
た
人
材
流
動
化
と
整
理
し
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
示
し
た

が
、
そ
れ
ら
は
、
骨
太
２
０
２
１

の
な
か
で
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
へ
の

転
換
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
副
業
・
兼

業
の
普
及
・
促
進
、
転
職
・
起
業

の
支
援
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、
裁
量

労
働
制
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
強

化
等
々
の
政
策
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

展
開
、
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
﹁
。
新
成
長
戦
略
﹂
で
の

キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ
と
つ
﹁
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
﹂
が
骨
太
２
０
２
１

に
登
場
し
て
い
る
。﹁
多
様
な
人

材
が
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
発
揮

し
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め

な
が
ら
活
躍
︵
略
︶
そ
の
活
力
が

維
持
・
発
展
す
る
社
会
を
実
現
す

る
﹂。
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は

﹁
働
き
手
に
と
っ
て
、
組
織
目
標

の
達
成
と
自
ら
の
成
長
の
方
向
が

一
致
し
、
仕
事
へ
の
や
り
が
い
・

働
き
が
い
を
感
じ
る
中
で
、
組
織

や
仕
事
に
主
体
的
に
貢
献
す
る
意

欲
や
姿
勢
を
示
す
概
念
﹂
で
あ
る

︵
脚
注
よ
り
︶。﹁
長
期
蓄
積
能
力

活
用
型
﹂
の
労
働
者
、
い
わ
ゆ
る

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の
正
社
員
を

限
定
し
少
数
精
鋭
化
し
て
、
そ
の

他
を
ジ
ョ
ブ
型
や
非
典
型
労
働
者

に
置
き
換
え
て
い
っ
た
と
き
に
、

い
か
に
企
業
に
忠
誠
心
を
持
た
せ

る
か
、
支
配
階
級
も
腐
心
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
、
骨
太
の
方

針
は
独
占
の
構
想
に
忠
実
に
策
定

さ
れ
て
い
る
の
だ
。
ち
な
み
に
経

団
連
会
長
は
経
済
財
政
諮
問
会
議

の
民
間
議
員
で
あ
る
。

「
経
済
安
全
保
障
」戦
略

の
強
化

甘
利
明
を
座
長
と
す
る
自
民
党
新

国
際
秩
序
創
造
戦
略
本
部
は
﹁
経

済
安
全
保
障
﹂
を
﹁
わ
が
国
の
独

立
と
生
存
及
び
繁
栄
を
経
済
面
か

ら
確
保
す
る
こ
と
﹂と
定
義
し
、昨

年
十
二
月
に
﹁
経
済
安
全
保
障
戦

略
﹂
の
策
定
を
提
言
し
て
い
た
。

骨
太
２
０
２
１
は
骨
太
の
方
針
と

し
て
は
初
め
て
﹁
経
済
安
全
保
障

の
確
保
等
﹂
を
独
立
の
項
と
し
、

安
全
保
障
の
す
そ
野
が
経
済
・
技

術
分
野
へ
急
速
に
拡
大
す
る
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
上
の
脆
弱
性
が
国
民
の
生

命
、
生
活
を
脅
か
す
リ
ス
ク
が
顕

在
化
し
た
、
と
分
か
り
に
く
い
言

い
回
し
で
述
べ
て
い
る
。

後
者
の
一
例
は
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
の
半
導
体
不
足
だ
。
い
ま
や
自

動
車
製
造
に
欠
か
せ
な
い
半
導
体

部
品
は
大
部
分
が
輸
入
頼
り
で
あ

る
が
、
そ
の
供
給
が
ひ
っ
迫
し
、

部
品
不
足
の
た
め
に
ト
ヨ
タ
等
が

製
造
ラ
イ
ン
を
一
部
停
止
す
る
事

態
に
な
っ
て
い
る
。

で
は
前
者
﹁
安
全
保
障
の
す
そ
野

が
⋮
⋮
﹂
は
な
に
を
意
味
す
る

か
。
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー︵
機
微
技
術
︶、
す
な
わ
ち
武

器
、
あ
る
い
は
、
民
生
品
で
あ
っ

て
も
大
量
破
壊
兵
器
な
ど
に
転
用

で
き
る
物
に
関
す
る
技
術
の
こ
と

で
あ
る
。
骨
太
２
０
２
１
は
、
経

済
安
全
保
障
に
か
か
る
戦
略
的
な

方
向
性
と
し
て
、
帝
国
主
義
諸
国

の
基
本
的
価
値
観
に
基
づ
く
﹁
国

際
秩
序
﹂
の
下
で
、﹁
同
志
国
﹂

と
の
協
力
を
拡
大
・
深
化
さ
せ
、

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
特
定
の
重

要
技
術
を
独
占
的
に
保
全
・
育
成

す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
機
微
技
術
の
み
な
ら

ず
、
骨
太
２
０
２
１
は
グ
リ
ー
ン

化
︵
気
候
変
動
対
応
︶
や
デ
ジ
タ

ル
化
に
つ
い
て
も
米
国
や
﹁
同
志

国
﹂
と
の
戦
略
的
な
連
携
強
化
を

う
た
っ
て
い
る
。

米
バ
イ
デ
ン
政
権
が
す
す
め
る
対

中
封
じ
込
め
戦
略
へ
の
追
随
・
加

担
と
い
う
政
府
・
独
占
の
世
界
戦

略
が
骨
太
の
方
針
に
も
貫
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

方
針
の
根
底
に
は
支
配

階
級
の
危
機
意
識

米
国
と
Ｅ
Ｕ
は
と
も
に
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
顕
在
化
し
、
コ

ロ
ナ
禍
で
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
た

格
差
へ
の
対
応
と
雇
用
の
維
持
・

拡
大
や
、
気
候
変
動
対
策
、
脱
炭

素
化
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、

将
来
の
成
長
へ
の
投
資
と
し
て
、

大
規
模
な
財
政
支
出
を
伴
う
産
業

政
策
を
展
開
し
始
め
て
い
る
。

経
団
連
﹁
。
新
成
長
戦
略
﹂
は
主

要
国
で
の
資
本
主
義
は
行
き
詰
ま

り
︵
！
︶、
環
境
問
題
の
深
刻
化

や
格
差
問
題
の
顕
在
化
に
直
面
し

て
﹁
大
転
換
期
﹂
を
迎
え
て
い
る

と
の
見
解
を
開
陳
し
て
い
る
。

経
済
産
業
省
は
六
月
に
﹁
経
済
産

業
政
策
の
新
機
軸
～
新
た
な
産
業

政
策
へ
の
挑
戦
～
﹂
を
と
り
ま
と

め
、
前
川
レ
ポ
ー
ト
を
始
期
と
す

る
構
造
改
革
ア
プ
ロ
ー
チ
の
段
階

は
終
わ
り
、
多
様
化
す
る
中
長
期

の
社
会
・
経
済
課
題
の
解
決
を
目

的
と
す
る
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
志
向
の

産
業
政
策
の
新
基
軸
が
求
め
ら
れ

て
い
る
、
と
提
言
し
た
。

骨
太
２
０
２
１
は
﹁
将
来
を
見
す

え
た
戦
略
的
な
産
業
政
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
﹂
と
し
、
脚
注
で

﹁
英
米
な
ど
の
諸
外
国
に
お
い
て
、

財
政
出
動
を
行
う
中
で
そ
の
財
源

を
賄
う
措
置
を
講
じ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
も
参
考
に
す
る
﹂
と
、

法
人
税
増
税
の
選
択
肢
に
す
ら
言

及
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
現
代

資
本
主
義
が
行
き
詰
ま
っ
て
お

り
、
人
民
大
衆
の
不
安
と
不
満
を

こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
体
制

危
機
に
陥
り
か
ね
な
い
、
と
い
う

支
配
階
級
の
危
機
意
識
で
あ
る
。

社
会
主
義
こ
そ
進
む
べ

き
道

米
国
や
Ｅ
Ｕ
が
﹁
大
き
な
政
府
﹂

に
回
帰
す
る
方
向
を
示
し
て
い
る

の
は
格
差
是
正
と
再
分
配
を
行
な

え
る
主
体
が
国
民
国
家
し
か
な
い

か
ら
だ
。
骨
太
２
０
２
１
の
グ
リ

ー
ン
も
デ
ジ
タ
ル
も
、
そ
れ
が
正

義
だ
か
ら
で
は
な
く
、
巨
額
の
投

資
を
振
り
向
け
う
る
対
象
が
そ
れ

し
か
な
い
か
ら
選
択
さ
れ
た
の

だ
。

労
働
と
生
産
の
社
会
的
性
格
と
そ

の
取
得
の
資
本
家
的
形
態
の
矛
盾

が
、
資
本
主
義
の
﹁
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
﹂
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
は

あ
り
え
な
い
。﹁
新
し
い
資
本
主

義
を
志
向
す
る
世
界
の
潮
流
﹂

︵
連
合
と
立
憲
民
主
党
・
国
民
民

主
党
の
政
策
協
定
か
ら
︶
な
ど
に

幻
想
を
持
つ
こ
と
な
く
、
社
会
主

義
の
旗
を
高
く
掲
げ
て
闘
お
う
。

【
吉
良
　
寛
・
自
治
体
労
働
者
】

骨
太
の
方
針
に
見
る
独
占
資
本
の
生
き
残
り
戦
略

資
本
主
義
の「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」は
あ
り
え
な
い
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